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〈3年生〉
飯田秀吉


春名紗季江
・冬研の審査、試行錯誤あるのみという印象。事故がなくてよかった。反省であがったことなどを今後の審査に活かしていければいいと思う。
 ・2年生の参加について、来年度からリー会員という自覚を持っていただければ。特に沢　　　と冬研については勉強会に出れていないなら最低限資料に目を通すなどしてほしいかなと。
・赤入れは機能しだしたのでよいと思います。ただ、リー会員以外への周知が必要かなと。
・日時設定について、ミーティングがうつるなら変更もあるかと。忙しさが未知ですがなるべく責任果たせるよう参加したいと思います。欠席が多々あり申し訳ありませんでした。

意義を明確にして共有してきちんと臨むべきだと思うので、頑張ります。


福島崇史
(1)リーダー会の運営
場所や開始時刻を自由に変更することができ、リー会員の負担はずいぶん軽減することができたように思う。1回の計画の提案・審査の数もほとんどばらつきがなく今学期に関しては上手く運営できた。また、1年間通して場所を提供してくれた森山にはここで感謝の意を伝えたい。ありがとう。
異論がなければ来学期からも引き続き私がリー会の管理を行いたい。現役にはできるだけ計画を出してもらい山に行ってほしいためである。場所・時間については要検討。

(2)計画について
冬研の計画書についてみることがほとんどだった。リーダーとしてリー会員として、どうなるか心配していたがリー会員が困惑する場面もあまりなく、スムーズに計画を審査することができたように思う。ただOBによる内容面の審査の徹底ができていない場面があったのでこの点は徹底して伝えなければならない。

(3)リーダー会の内容
リー会に参加する2年生へのフォローが十分でなかった。
また、2学期のリーダー会総括の内容が伝わっていなかった。(これは私の責任です。申し訳ありませんでした。)総括をまとめたものはリー会員だけでなくミーティングで部員全員に配布し、変更点が伝わるようにすべきである。
三浦広大
○反省点
・2年生の参加
参加することを知らなかった(結局知らなかったの?)人がいた→伝えなければならないことが、ちゃんと伝わっていない(ワンゲル最近こんなのばっかりなイメージ)
沢研勉強会は2年生向けだから、絶対に参加するようにしてほしい。時間の無駄とまでは言わないけど、なんかなーってなる。

・2学期リー会総括まとめがつくられなかった
　ちゃんと自分から聞かなかったのも悪いし休んだのも悪いが、なにが変わったのかを把握しきれていないので、しっかりまとめて、学期初めのリー会で多少説明するようにしてほしい。

ちなみに変更点って、
1．議事録がデジタルになったこと
2．アプローチは自分が持ってきた地図を使えばいい
であっていますか？？

○提案
・新年会時期におけるリー会の始まる時間について
※ミーティング及びリー会が同じ曜日にやる場合の話

新年会が近くなってきてからミーティング後に毎回渉外MT(活動の報告会)を行いたいと考えている。なぜなら、今年は渉外内での連絡不足が大きい反省点としてあがったので、こまめに業務を報告しあう必要性があると感じたからだ。しかし、現状20時30分からだとそのMTをする余裕があまりない。
そこで、12月くらいからは渉外ミーティングの時間を確保したいので、リー会を21時からにしてほしい。別の曜日だとなかなか予定が合わないので、できたらMT後にやりたい。
メリット
・新年会がうまくいく(はず)

デメリット
・みんなの帰る時間が遅くなるね


森本恵介
良かった点
・学期中に改善していこうという姿勢が見られたこと。

改善点
・２学期リー会総括改善点の周知徹底が図られていなかった。
・２年生に対して、3学期にリーダー会議に臨む意義を伝えきれていなかった。
・冬研の提案を持ってくるまでの流れ（梅田先生の確認等）が共有されていないように感じた。


森山耕平
□良かった点□
· リー会のスマート化
赤入れ制度が浸透してきた。
暗黙の了解であるが、各リー会員が議論の必要はないがチェックすべきところ（行程時間、メンバ情報など）を積極的にされていてよりスムーズなリー会となっている。
ルート資料を作成してきてくれるC.L.が増えてきてくれたことも嬉しい。是非習慣化したい。 

■改善点■
· アプローチの意義・方法
→私としては必ずしも道路地図を使う必要はないと思う。目的はあくまで、“出発地からどの様なルートを通って目的地に行くかをリーダがキチンと把握しているかどうかを知る”事であって、それを示すためのツールにとらわれる必要性はないからだ。リー会員のみんながどの様に考えているかを聞きつつ、この方法については再考したいと思っている。

· [bookmark: _GoBack]新年度の山行計画とリー会のキャパシティ
　飯田君が提案していた事である。私としては、新年度（学期）が始まる前までに計画を練って置かなければリー会の負担となる。早め早めに山行計画が立てておかなければならないことをいかに浸透させられるかに掛っている、と思う。それは、出来るだけ提案は無下に却下したくはないし、制限も鼻から決めつけたくはないからだ。
そのために、現役の1，2年に如何にその事を浸透させるかを考える。すると、新年度が始まる前に一回、1学期に出そうと思っている山行（できれば夏休み辺りの山行も）を白紙の段階の計画であってもとりあえず集計し、概算的なリー会での提案・審査スケジュールを皆で共有することは是非しておきたい。そうすれば自ずと以下の事がメンバー間で共有されると考える。
①夏休み前のリー会はかなりの提案数になる事が避けられず、1学期の山行であれば早めに提案した方がよい。（→早めに計画書出そうというモチベーションにもつながる。）
②いつまでにルートを決めなければならないか、計画書に着手しなければならないかが逆算され、いい意味で危機感を持ち計画的に計画書が作成される。
→他の山行も詰まっていることを知っているため、次の週に回せるだろうという安易な考えが無くなり、リー会前に慌てて間に合わせるような計画書は多少減るはずである。


吉田崇紘
良かった点
・開始時間の調整
　時間を早めて行うのは良かった。今後も構成員の都合にあう形でリー会を開くのが良い。
・計画者の提案準備
　提案前にしっかりと計画を練り、計画の完成版が提案されていること。また、提案時のリー会員からの指摘を審査ではキチンと直してくること。この当然のことが年間通じて多くの場合で守られている。「半端なものを持ち込まない」という点を強調して、今後も継続したい。

改善点
・冬研山行の提案のルール違反
　上記した良かった点に漏れるものとして冬研の提案を挙げる。
　冬研山行の提案のルールである、「経験者に見てもらってから提案に持ってくる」が守られていない冬研の提案があった。これでは「リー会では、冬研がちゃんと安全を担保しているのかを確認する」ことができない。経験者との話し合いの具体的なやりとりと冬研内の提案・審査はどう行われているのか、今一度説明を願います。大変なのは理解できるが、それを言い訳にせず活動していってほしい。
・議事録が議事録でない（要：議事録のファイル参照）
この意見の前提とその確認：
今学期から主務が取っていたリー会の記録をPCで打ち込むことになった。この変更が「議事録」としてでなく、「主務ノート（修正点や山行の反省を記録する主務が管理するノート）」の単なる電子化という意図の下でのことであれば、以下の改善点は議事録なのか主務ノートの電子化なのかの確認だけにとどめる。議事録として残す意図で始めたのであれば、以下のような改善点があり、主務ノートの電子化としてならば、「議事録」としてあるファイル名を「主務ノート」に変更していただき、その取り方や内容をはっきりさせておきたい（２学期リー会の三浦の総括で、リー会の記録の電子化とそのフォーマットの作成が提案されているが後者が行われていない）。

　議事録として残すためだとしたらの改善点：
　今、議事録と言われているものは、単なる修正点のメモになっている項目がほとんどである（中には八ヶ岳の提案など提案者の発言や議論の記録が残ったものもある。ただ、これに関しても、【質疑応答】の箇所は”議事録らしい”が質疑応答の記録ができていない（「Q.→A.→対応」の形で書くのが望ましいだろう））。負担は増えるが議事録を残すことは意義があることなので、取り方や何を記述するか、最低限決めておきたい。

連絡
　住所変更に伴い私は今回のリー会で最後となります（稲葉はリー会員になる？）。ワンゲルをやめる訳ではないので、適度に使っていただければと思います。
　また、九州（阿蘇、九重、由布）、北海道（十勝～旭・利尻）、八ヶ岳（だいたい全部）、近畿（八経ヶ岳）などの遠方山行が提案された際は、括弧内の行った山に限らず周辺の山であっても計画を立てていく段階での助言はできると思います。提案するような人がいましたら、私に連絡するよう促していただければ対応しますので、よろしくお願いします。
　
個人的反省
休みがちですみませんでした。


若林洋貴
別紙参照


〈4年生〉
佐藤夏美
良かった点
冬研の復活に伴いリー会での審議内容や意識がより明確化され、向上したように思います。
悪かった点
とにかく自分がほとんど参加していないもので、２、3年生に丸投げして本当にすみませんでした。

今年は本当に3年生が頑張っていたと思います。来年も充実した活動を期待しています。
お疲れ様でした。

